











Destinations for Wellness Tourism:  
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はじめに 
Global Wellness Institute（GWI）の報告 1）によ
れば、2017 年に世界で 8 億 3,000 万人がウェルネ
ストリップを行い、ウェルネスツーリズムによる
収入は全観光収入の 17％を占め、その市場規模は



























































































































































































































図 1　左上 ： クアパーク、 周辺の自然散策路、 クリニックをつなぐウォーキングコースの地図には距離や体重別の
消費カロリー表示がある、 右上 ： リハビリ器具でも歩きやすいよう整備された遊歩道、 左下 ： 様々な催しが
開かれるクアハウス、 右下 ：近隣には個人のクリニック （写真は理学療法と中国伝統医学の開業医） もある
－ 36 －
図 3　左上 ・右上 ： プールドーム、 左下 ：休憩スペース、 右下 ：屋外プール
図 2　テルメ平面図 （BehnischArchitekten,Stuttgart 提供）





























































易で繁栄した。2 億 5 千万年前の岩塩層から採れ
る塩は、「アルペンザルツ」として日本でも売られ
ている。



























図 4　左上：メインストリートのカフェテラス、 右上：クアミッテルハウスのクナイプ療法用の噴水、 中左：飲泉施設、
中右：枝条架装置、左下：クアパークにある気温・湿度・気圧計、右下：健康保養地でよく見られる風よけ籠























































































































を受け、症状に応じて 2 ～ 3 週間の期間内に 8 ～
12 回坑道に入ることで治療効果が得られる。水着
とバスローブでトロッコ列車に乗り込み、坑道の





















































図 7　左上 ： ガシュタイナーハイルシュトレン健康センター、 右上 ：問診表 （日本語版もある） 記入後、 診察を受
ける、 左下 ： リニューアルオープンしたテルメ、 右下 ： ガシュタイン式ラドン浴の準備をするテルメの療法士
－ 43 －－ 42 －
極的な取り組みを行ってきた。1996 年に健康保険
の適用期間が 4 週間から 3 週間に短縮され、利用



























































図 9　 左上：障害者専用プール、右上：夜は宿泊者同士の交流タイム、左下：医師が常駐する各種療法エリア、 
下中：カルチャープログラムも充実している、右下：ホテルから森林セラピーの遊歩道がどこまでも続く


































1） Global Wellness Institute (November 2018) 
Global Wellness Tourism Economy Repor t 
2018. GWI は、ウェルネスツーリズムを“travel 
associated with the pursuit of maintaining or 
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